
 

 

 

 

 

人権を大切にする心を育てる 
上戸小学校長 寺井 純子 

人権の根本にあるのは「相手を大切に思う気持ち」です。特別なことではなく、私たちの毎日

の生活の中に息づいているものです。例えば、相手の話を最後まで聞くこと、名前を正しく呼ぶ

こと、困っていそうな人に声をかけること。こうした小さな行動も、実は人権を大切にすること

につながっています。逆に、悪気はなくても、何気ない一言や態度が相手を傷つけてしまうこと

もあります。私自身も、日常の中で「もっと相手の気持ちを考えればよかった」と振り返ること

があります。人権を大切に行動することは、簡単そうでとても難しいものだと感じます。そんな

小さな気づきを大切にしながら、みんなで温かい学校をつくっていけたら嬉しいです。 

本校には、友だちを思いやる優しい気持ちを持った子がたくさんいます。遅れてくる友達をそ

っと待つ児童、困っている友達に「大丈夫？」と手を差し伸べる児童。その一つ一つの行動が、

学校を明るく温かい場所にしてくれています。これからも、「相手の気持ちを想像すること」を

合言葉に、お互いを思いやる文化を、学校全体に広げていきたいと思います。 

地域公開行事 

子どもに伝えるクラシック㏌上戸 
１２月５日（金）１１：００～上戸小学校 ２階音楽室 

演奏者 ピアニスト 梯剛之（かけはしたけし）氏 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

上戸町の子供を健やかに育てる会 ４０周年記念誌「あゆみ」について 
 令和６年２月２５日（日）に開催を予定していた「上戸町の子供を健やか 

に育てる会 ４０周年記念式典」では、記念誌『あゆみ』の発刊を計画して 

いました。しかし、能登半島地震の影響により準備を中断しておりました。 

 この秋、編集委員の皆さまのご尽力により、ようやく記念誌が完成いたし 

ました。 

 先日、上戸地区のご家庭には、保護者の皆さまや「すこやか会」メンバー、 

公民館の館長さん・主事さんのお力をお借りして、全戸に配布させていただ 

きました。すでにお手元に届いている方も多いことと思います。 

 もし、まだ届いていない方や、追加で欲しいという方がいらっしゃいまし 

たら、上戸小学校、または上戸公民館までお知らせください。ご希望の方に 

お渡しいたします。 

珠洲市立上戸小学校  

学校だより 第７２８号 

令和７年１１月２１日 
せんだん 

《知》意欲的に学び、課題に粘り強く取り組む児童 

《徳》社会のルール・学校のきまりを守り、 

礼儀正しく思いやりのある児童 

《体》心身ともに健康で、命を大切にする児童 

東京生まれの梯剛之さん。 

幼いころに失明されました

が、豊かな感性とすばらし

い演奏で世界を舞台に活躍

されています。今回は「珠

洲の皆様に音楽と光を届け

たい」と、上戸小学校での

コンサート開催が決まりま

した。大変貴重な機会で

す。ぜひご来場ください。 

＜プログラム＞ 

♪モーツァルト ：ロンド ニ長調 

♪モーツァルト ：トルコ行進曲 

♪ベートーヴェン：月光ソナタ 1楽章 

♪ショパン   ：軍隊ポロネーズ 

♪ドビッシー  ：月の光 

♪ドビッシー  ：水の反映 



せんだんコンサート １１月６日 
 第２回せんだんコンサートを開催しまし
た。今回も、校庭のせんだんの木の下で、全
校児童が音楽の授業で学習した曲を演奏・
合唱しました。１・２年生、３・４年生、５・
６年生の順に発表し、１・２年生の可愛らし
い姿、３・４年生のはつらつとした発表、そ
して５・６年生の美しいハーモニーに、地
域・保護者の皆さまから温かい拍手が送られました。また、今回は学校運
営協議会でのご意見を生かし、地域のキリコ太鼓や龍神太鼓の演奏も披露
しました。子どもたちの迫力ある演技に、大きな拍手が送られました。最
後には、参加した全員で 1つの輪になって「もみじ」を合唱しました。せ
んだんの木の下に歌声が響き渡りました。 
 
スーパーゴールデンタイム １１月７日 
５・６年生企画による「スーパーゴールデンタイム」を実施しました。

今回は、地域の皆さまと交流しながら楽しむ活動ということで、「スーパー」
が付いています。ゲームは「タオルじゃんけん」。机を挟んで向かい合い、
じゃんけんをして、勝った人はタオルを引き、負けた人はタオルを押さえ
て阻止するというシンプルながら白熱するゲームです。５・６年生が進行
し、児童が交代しながら地域の方との対戦を楽しみました。ふだん一緒に
遊ぶ友達とはまた違った、地域の方との交流に、子どもたちは「とても楽
しかった！」と笑顔いっぱいでした。ご参加いただいた皆さま、ありがと
うございました。 

 
珠洲市器械運動交歓会 １１月１１日 
飯田小学校体育館において、市内の小学４年生約５０人が集まり、器械

運動交歓会が行われました。準備運動を兼ねたゲームを通して身体ほぐし
ができた後は、体育の時間に練習してきたマット運動の技（大きな前転・
開脚前転・後転）を全員が披露しました。緊張した様子も見られましたが、
どの児童も練習の成果を発揮し、しっかりと演技することができました。
その後は、開脚後転や側方倒立回転など、これまでより難しい技にも挑戦
しました。指導の先生の助言を聞きながら繰り返し練習するうちに、でき
る技が増え、自信もついていく様子が見られました。互いに見合い、刺激
を受けながら、頑張る気持ちや技の向上につながる貴重な時間となりました。 
 
 
石川県環境月間ポスターコンクール 
最優秀賞 ４年 鷺  初叶 
優秀賞  ４年 三上 寛太 
入選      ３年 吾郷 友梨奈 ５年 紺谷 洸斗 

６年 三上 逢海 
 
石川県児童・生徒俳句大会 
[佳作]  
アマガエルかせつのまわりにぎやかだ   ４年 寺下 蓮輝 
[入選] 
おねえちゃんとがっこういくよつゆのひも １年 吾郷 健太 
にいちゃんはなつかぜひいておやすみだ  １年 紺谷 莉愛 
おかあさんのうめばしうまい真っ赤だよ  ２年 加藤 優宗 
青い海背びれぴちっととび魚だ      ４年 三上 寛太  
あじさいを 1年生が育ててる       ５年 紺谷 洸斗  
 
明るい選挙啓発標語コンクール 
〔石川県明るい選挙推進協議会会長賞〕 
とうひょうび わかいちからで うごかそう     ２年 中野 秀有司 
 
未来へつむぐ家族への手紙コンクール 
佳作 
４年 三上 寛太・三上 宏 

１２月 行事予定 

1 日（月） ・全校朝会 

2 日（火） ・県評価問題（5 年国語・算数） 

3 日（水） ・委員会（6 限）4～6 年 

4 日（木） ・読み聞かせ（1・2 年） 

5 日（金） 
・梯剛之ピアノコンサート

（11:00） 
・なわとび集会（13:30） 

１0 日（水） 
・集金日 
・薬物乱用防止教室（5限）5・6
年生 

15 日（月） 
・音楽の集い（午前、ラポルト）全学
年 

16 日（火） ・児童朝会 

18 日（木） 
・読み聞かせ（1・2 年） 
・5 限後下校 

19 日（金） ・5 限後下校 

24 日（水） 
・2 学期終業式（午前） 
・通知表渡し 

25 日（木） 冬休み ～１/７ 

 



１・２年生 
 

 

ぼくは、せいかつでリースをつくってい

ます。リースにかざりをつけました。なにで

かざりつけたかというと、あきのものでつ

けました。シールもつけました。リースがき

れいになるとおもいます。   

（吾郷 健太） 

 

わたしは、あきといえば、ほしがきだとお

もいました。わけは、ろうせいかいのみなさ

んとかきむきをしたからです。ろうせいか

いのみなさんと、なかよくかきをむいてた

のしかったです。はやくたべてみたいです。 

            （紺谷 莉愛） 

 

わたしが、あきだとおもうのは、むしです。

あきは、オオカマキリやショウリョウバッ

タがよくいるからです。カマキリやバッタ

がすきなので、つかまえたいです。 

            （櫻井 結梨） 

 

わたしは、おめんをあきのものでつくり

ました。おめんは、うさぎをつくりました。

わけは、うさぎがすきだからです。きのみと

か、はっぱをみつけてきてつくったからき

れいにできてうれしかったです。 

            （瀬戸 葉月） 

 

わたしは秋といえば、ほしがきづくりだ

と思います。わけは、ろうせい会の方としぶ

がきをむいたり、しょうどくをしたりして

楽しかったからです。ほしがきができたら、

食べてみたいです。     （一宮 美月） 

 

秋といえば、ほしがき作りです。ほしがき

をつるすのが一番楽しかったです。わけは、

つるすときに、手が少しべたべたになって

おもしろかったし、手をあらう時にいっき

にべたべたがとれて気もちよかったからで

す。            （加藤 優宗） 

 

秋といえば、かきだと思います。この前、

ほしがき作りをしたからです。ほしがきを

おゆにつけるのが楽しかったです。かきを

ひもでしばりました。ほしがき作りはさい

ごだったけど、楽しかったです。 

           （中野 秀有司） 

 

 この前、ほしがき作りをしました。楽しか

ったです。いちばんすきなところは、３かい

にいって、おゆにつけたかきをはこぶしご

とです。らい年できないけど、二年生ででき

てよかったです。 

（吉森 晴） 

 

 

３・４年生 
 

 

わたしが秋だなと思うものは、さつまい

もです。弟のけん太が、大きなさつまいもを

持ってきました。そして、やきいもにして食

べました。食べてみるとほかほかしていて、

おいしかったです。    （吾郷 友梨奈） 

 

わたしが秋だなと思うものは、落ち葉で

す。夏はふつうに緑色の葉だけど、秋になっ

ていくと色が変わるからです。秋が終わる

と冬だから、これから寒くなるんだと思い

ます。           （角 珠々葉） 

 

わたしは秋といえば、食欲の秋だと思い

ます。給食の時間にはイベントの給食が出

てきます。ハロウィン給食やお月見給食、他

にも秋らしい給食がたくさん出てきます。

私はハロウィン給食が一番好きです。 

            （三上 咲良） 

 

ぼくは秋といえば、食欲の秋だと思いま

す。秋は、くりやマツタケ、さつまいもなど

があって、焼くといいにおいで、食べるとと

ってもおいしいからです。ぼくが一番好き

な秋の食べ物は、マツタケです。 

            （角野 晴隆） 

秋といえば 

 

秋といえば 

 



私が秋らしいと思ったのは、くりです。毎

年秋になったら、おじいちゃん、おばあちゃ

んと家族みんなでくり拾いに行くからです。

おばあちゃんの家のくりは、においもあま

いです。          （柚 みつめ） 

 

わたしは秋といえば、ハロウィンだと思

います。おかしをもらうことができるので、

楽しい行事だと思います。そのおかしを食

べると何だか元気がわいてきます。 

            （川端 純怜） 

 

秋といえば、さつまいもです。さつまいも

を見ると、気持ちがほかほかになるからで

す。食べると、さつまいもの甘さが口に広が

ります。家族みんなで食べたら、もっとおい

しく感じます。      （鷺 初叶） 

 

 ぼくが、秋らしいと思ったものは、くりで

す。ぼくは、たまにおじいちゃんとくりをさ

がしに、山へ行きます。素手でくりを触ると

チクっとして、寒気を感じます。 

（三上 寛太） 

 

 ぼくが秋だと感じるのは、夕空です。夕日

が輝く空の色は、だいだい色で、暗くなるに

つれて色がこくなったり、うすくなったり

してきれいだと思ったからです。 

            （寺下 蓮輝） 

 

 ぼくは秋といえば、かぼちゃだと思いま

す。表面をさわってみると、ごつごつとして

いるので、びっくりしました。かぼちゃスー

プを食べて、心をいやしたいと思っていま

す。          （中野 煌有司） 

 

 ぼくは秋といえば、スポーツの秋だと思

います。理由は、バスケットの県大会がある

からです。勝つのもすごく大事だけど、スポ

ーツの秋なので、楽しくやりたいです。 

（吉森 心） 

 

 

５・６年生 
  

 

秋といえばさつまいもです。理由は、さつ

まいもを焼いた時の甘いにおいが好きだか

らです。そのにおいをかぐと、秋だなと感じ

ます。今度サツマイモを使って、スイートポ

テトを作りたいです。   （吾郷 梨愛奈） 

 

 秋といえばハロウィンです。ハロウィン

の時にはみんなで仮装をします。ぼくはド

ラキュラの仮装をします。「トリックオアト

リート」と言うとお菓子をもらえるので、ハ

ロウィンが大好きです。   （紺谷 洸斗） 

 

 秋といえばさつまいもです。私は、１・２

年生の時に学校でスイートポテトを作りま

した。その時に作ったスイートポテトがと

ても印象に残っています。今度機会があれ

ばスイートポテトを作りたいです。 

（加須屋 依里） 

 

 秋といえばスポーツの秋だと思います。

私たちは毎年秋に、県大会という大事な大

会があります。その大会で優勝することが

目標です。チームのみんなと協力して頑張

ります。          （三上 逢海） 

 

秋といえば食べ物の秋だと思います。特

にきのこです。最近、「さまつ」というきの

こを食べました。とても大きくて驚きまし

た。すき焼きにして食べたら、とてもおいし

かったです。ぜひ、食べてみてください。 

（福田 彩蓮） 

 

 秋といえば金木犀だと思います。理由は

とてもかわいいからです。金木犀には、白色

とオレンジ色があります。私は白色が好き

です。おばあちゃんの家の近くに金木犀の

木があったので、見に行きたいです。 

（谷内口 優月） 

 

 

秋と言えば 


